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巻頭言   

いろいろな専門職が協力して行くために必要な教育の仕組み  

川崎医療福祉大学  教員 長崎和則  

 

 社会福祉の支援を行っていくときの基本的な考え方

としてノーマライゼーションの理念があります。ノー

マライゼーションとは，病気や障害があっても，一般

的な人々の生活と同じようなことを可能にするという

こと，つまりノーマルな生活ができるようにするとい

う考え方です。そして，病気や障害があるために，ノ

ーマルなことができないのであれば，支援を受けるこ

とによってできるようにしようということです。  

 このような考え方を実現させることを目指す中で，

それまでの施設に入り，そこで生活するということか

ら，地域の普通の家・住まいで生活することが重要であるとされました。そして，その上

で必要なサービスや支援を受けることでその生活を実現できるようにするということが進

んで行きます。このときに方法として使われるのが，ケアマネジメントという方法です。 

ケアマネジメントでは，病気や障害を持っている人の生活上のニーズ（欲求）を見つけ出

し，そのニーズを実現するために役立つサービスや支援を結びつけます。そして，結びつ

ける役割を果たす人をケアマネジャーといいます。  

 しかし，このような仕組みができても，実際には上手く行かないことも出てきています。

それは，必要なサービスや支援が上手くつながらなかったり，サービスや支援が抜け落ち

てしまったりしてしまうことです。また，いろいろな専門職が関わるのですが，考え方の

違いによって，連携やチームワークがうまくいかなかったり，さまざまなサービスを適切

に提供できなかったりするということも起こってきています。その結果，必要なサービス

を受けることができない人が出てきたり，ひどい場合にはサービスを利用する人に大きな

被害が及んだりしています。  

 イギリスでは，小児病棟での医療事故で 29 名もの

子どもが亡くなってしまったり，児童虐待で子どもが

亡くなる事件も起こっています。これらの事故・事件

を調査した結果，コミュニケーション不足であったり、

チームワークが不十分であったり、リーダー不在など

複合的なシステム不全が起こっていたのです。また，

記録の共有方法、情報の伝達方法連携が上手くできて

いなかったことが分かりました。  

 これを受け，きちんとした連携を行い，適切なサー

ビスの提供をするためには，お互いの考え方の違いを

理解し，コミュニケーションを行い，違いを超えた上

での関わりや連携ができるための仕組みを作り上げな

くてはいけません  

 そこで，最近は、必要となっている多職種協働がで

きるための教育をどのように進めていくのかということが重要とされています。実際には，

教育段階から，異なる専門職がどのような考え方を持っているのか，その違いを理解した

上での連携をするにはどうすれば良いのか，チームワークはどうするのかということを，

学生時代に体験して，実際にどうすれば良いのかということを学ぶ学習の取り組みが始ま

っています。  

 何事もそうですが，必要だ必要だといっても，実際にやってみないと話は始まりませ

ん。実際にやってみて，難しさを実感して，その上で協力するための工夫をしていきます。
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もちろん，適切な訓練や指導をしてくれる人の存在も必要です。自分の考え方に固まって

しまう前の柔軟な対応を身につけられる時期にこそ訓練が必要なのです。実際に，そのよ

うな取り組みが始まってきています。  

 

 

 

Ｓ・コラボメンバー紹介   現在活動中のメンバーです。 

＊顧問＊ 

長崎和則 川崎医療福祉大学 医療福祉学部 医療福祉学科 教授 

＊メンバー＊(五十音順 ) 

数野幸子 就労継続支援Ｂ型事業所 遊心工房スタッフ 

重原直子 自由館スタッフ 遊心工房非常勤スタッフ 

篠原庸宏 就労継続支援Ｂ型事業所 遊心工房スタッフ 

高橋典子 福山こころの病院 精神保健福祉士 Ｓ・コラボ代表世話人 

豊田尚子 精神保健福祉士 臨床心理士  

     福井一仁 自由館代表 就労継続支援Ｂ型事業所遊心工房 管理者 

ＮPO 法人家族サポートネットワーク広島 理事長 

 

 

2011 年度研修会報告 
 

2011 年 9 月 11 日、ローズコムにて前回に引き続き田中さやかさんをお迎えし、『認知行動療法

―事例で学ぶー』と題し研修会を開催しました。認知行動療法第 2 弾ということで、前回の基礎

編とはまた違い、事例を中心にお話しいただきました。田中さんには、事例を丁寧に解説いただ

き、治療開始から回復への道のりを細かく知ることが出来ました。田中さん、ありがとうございまし

た。 

さて、皆さんからの感想をご紹介いたします。 

 

・事例がとても面白かったです。｢まず本人の動機付けが必要だ｣ということが再確認でき

ました。本人の｢変わりたい｣｢治りたい｣という気持ちがベースですね。 

・前回の研修会にも参加させていただきました。今回はひとつの症例をじっくり細かく、

視覚的にもより鮮明に想起しやすく、介入の具体的な方法も知ることができとても参考に

なりました。本当にありがとうございました。 

・現場で少しずつ実践していきたいです。 

 

Ｓ・コラボ ２０１１年９月～２０１２年５月 活動報告 

 ９月  ５日  会合  1 月 23 日  事例検討  

９月１１日  ２０１１年度研修会  2 月 13 日  事例検討  

１０月  ３日  会合（研修会反省会）  4 月  9 日  会合（新役員決め）  

１０月２４日  会合（次回講演会について） 4 月 23 日  事例検討  

１１月  ７日  会合（次回講演会について） 5 月  7 日  事例検討  

11 月  21 日  事例検討  5 月 28 日  会合  

12 月  5 日  会合    
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Ｓ・コラム        Ｓコラボ 参加者募集します 

 

篠原庸宏 

 

読む気はあっても、長らく先送りにしていた資料や本の中のひとつに「パーソナリティー障害の

理解と回復」という冊子があります。精神障害福祉における支援者の為のスキルアップセミナー

（講師 ：向谷地生良氏・西坂自然氏）の資料なのですが、半年以上職場の机の中で眠っていまし

た。 

「先送り」というのはストレスから自分を守る為の方法のひとつだそうです。「先送り」といえば、私

が子どもの頃に感じていた「勉強しなければならない」というプレッシャーは強かった思い出があり

ます。よく先送りにしていました。もしかしたらその名残がいまもなお残っているのかもしれません。 

 

さて、半年間の「先送り」を経て開かれた「パーソナリティー障害の理解と回復」ですが、この資料

について紹介をしたいと思います。この資料は講師の西坂氏が、ご自身のパーソナリティー障害

について研究したことを、向谷地氏との対話形式でまとめてあるものです。特に印象に残った一

節を引用いたします。 

 

■苦労の特徴 

自分をいい人に見せようとして、「いい人仮面」をかぶって努力し、それで環境に必死に適応しよ

うとする。本当の自分、何も飾らない自分を見せたら、仮面をはずしたら、誰にでも絶対嫌われる

という確信があった。 

自分を肯定する要素が何も無いので、いい人をすることで本当の自分に対する評価でなく、とり

あえずまわりからの評価を得て自己肯定感を得るしかなかった。 

しかし、結局「いい人仮面」にも限界があり、地域のサークル、学校のサークル、グループ内では、

爆発など人に迷惑をかけるような行動を嵐のようにしていました。 

 

自分が絶対に嫌われるという確信を持って生きることは、生きること自体がつらいと思います。 

どうすれば自分のことを好きになれるのでしょうか？ 

資料のまとめでは、「私につきあってくれたべてるの仲間の存在とか、その仲間が自分の生きる足

場を支える地面になってくれた。自分のつらい、寂しい気持ちを、言葉で話すことによって、こうい

うことで自分はつらかったんだ、淋しかったんだとはじめてわかるようになった。だんだん、話す人

がまわりに現れると、それまでひどかった、淋しい気持ち、居場所が無いという気持ちが落ち着い

てきて、リストカット、大量服薬、症状がだんだん減ってきた。」とあります。 

 

私たちソーシャルワーカーには、ソーシャルワーカーならではの悩みや苦労があります。知らぬ間に

ひとりで抱え込んでいることもあります。「Ｓコラボ」でもそういった悩みや苦労、逆に喜びや達成

感などを共有できる仲間がもっと増えればいいなと思います。 
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Ｓ・コラム          いい歳 

豊田尚子  

 

健康（だけ）がとりえの私が 3 月末に熱を出して寝込む事態となった。熱は 2 日ほどで下がった

ものの、喉の痛みがなかなかとれず、耳鼻科へ通い続ける日々。喉が治ってきたと思うと今度は

鼻に不調が出て、4 月の 1 ヶ月は耳鼻科と縁が切れなかった。いつもであれば、2，3 回も通院し、

処方された薬を飲んでいれば、治っていたのだが・・・。お医者さんはいつまでもすっきりしない私の

喉や鼻を診ては、色々と薬も変えてくださり、本当にお世話になった。 

 

不調の間に色々と考えた。 

まずは、その原因だ。寝込む数日前から、夜更かしする日が続いていたことに思い至った。学校

関係の仕事が春休みに入って、ついつい気が緩んでしまったようだ。 

休みの間にやろうと思っていたことも少しずつ日延べになり、だらだらと時間を過ごしていた。数

日の夜更かしがこんなに後を引くことになろうとは、その時は思いもしなかった。 

 子どもの頃、祖母がよく言っていた言葉を思い出した。『小人閑居して不善を為す』 祖母は、

その言葉を｢つまらない人は、暇があるとろくなことをしない｣と説明していたが、後に、｢小人つま

り普通の人は、他人の目がないと悪いことをする｣という意味が正しいのだと知った。中国古典の

『大学』にある一説だそうだ。小さい頃から聞いていた言葉が、いい歳をした自分に今更のように

沁みてくる。独りのときに自分がどうあるか、そこに本当の己の姿があるのだと思う。 

 

『いい歳をして』とか『いい歳なんだから』という言葉はあまりいい感じはしないが、年齢を重ね

るとそういう言葉がなんだか気になる。年齢に見合うだけのものを積み重ねてきているととても

思えない。小人（普通の人）だからそんなもんだという諦めを感じつつも、同じ『大学』の中に出て

くる、『君子は、必ずその獨を慎むなり』（立派な人物というものは、独りでいるときつまり他者の目

がないときでも、己を律していく）という言葉を目標にしたいと思う。 

 

小人は小人なりの努力をしていくしかないのだろう。日々、自分の姿を自分の目で見つめなが

ら、どこまでいけるだろうか。１ヶ月の体調不良の産物は、いい歳をした自分なりの内省だった。  

 

 

 

Ｓ・コラム        土曜日の朝   

 

重原直子 

                 

私は、土曜日の朝７時３０分から放送中「サワコの時間」という番組を毎週欠かさず録画して見

ています。この番組は、阿川佐和子さんが毎週ゲストを迎え、トークを繰り広げる３０分番組です。き

っかけは単純で、たまたま起きた時間にこの番組を見る機会があってそれからハマってしまったと

いうわけです。さて、ハマった理由ですが、なんせテンポよく話が進むので見ていてとても心地よ

く、そんなに興味のないゲストの方にも気づいたら興味を持ってみている自分がいるのです。 

今までも、このような形式のトーク番組を見るのは好きだったのですが何か一味違うのです。なぜ

かな・・・。 

 

そんな時、一冊の本に出会いました。この番組のもはやネタバレ的な著書なのですが、阿川佐

和子著『聞く力 心をひらく３５のヒント』です。これまで１０００人近い方と対談をし、３０回以上のお

見合いから得たコミュニケーション術を、これでもか！！と披露しています。オウム返しにペーシン

グなど基本的なカウンセリング技術をはじめ、経験から得たコミュニケーション術が阿川流に面白

おかしくまとめてあります。 
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この本を読んでから、「サワコの時間」を見るとよくわかりました。何が一味違うのかが。 

相手の懐にフイっと入るのがうまいなぁと。うまく言えませんがそんな感じでしょうか。 

 

最近のゲストで一番印象に残っているのは、「さかなクン」がゲストの回です。さかなクンに合わ

せて、佐和子さん飛ぶ飛ぶ！跳ねる跳ねる！幼魚の頃(幼少期～)、成魚(現在)になってからの

話、そして、結婚の話を佐和子さんが振りました。案の定、さかなクンは慌てた様子。別の話へ行き

そうになりますが、そこは佐和子さん。戻しますよ～話を。「どんなふうに子孫を増やしていこうと

お考えですか？」と。それでも、話をそらすさかなクン。最終的には「どんなメスのタイプが？」と質

問が発展していくのでした。 

 このように、相手に合わせた言葉を選ぶことでグッと近づき、間の取り方、ペースによって一体

化していく。さかなクンの回はとても勉強になりました。 

 元来コミュニケーションの苦手な私は、仕事をするにあたって自分自身と戦いつつ試行錯誤の

日々を送っておりますが、人の話を聞くことの面白さを教えてくれる番組で、私の元気の源となっ

ています。 

 

 

Ｓ・コラム        問題行動の解決 

 

 福井一仁 

2012 年 2 月 18 日に社会福祉法人 ゼノ少年牧場にて、「触法障がい者への支援の現状とそ

のポイント」について講演をしてきました。家庭、学校、施設･･･問題行動は必ず起きます。今回は、

そのレジメと参考文献を掲載します。 

 

 

○ 問題行動とは 

   障害があるから問題行動を引き起こすわけではない。 

   

○ 問題行動の分析 

・情報収集 

インタビュー（本人・関係職員・家族…） 

直接観察 

・アセスメント（問題行動を維持しているものは何か。） 

背景状況 → 問題行動が起きるきっかけ → 問題行動 → 結果 

 

  ①注目、賞賛、何かを手に入れる。 

  （背景情報）関心を示して欲しい。 

  （先行条件）何か気に入らないことがあった。 

  （行  動）手首を切る。 

  （結  果）職員が注意する。 

 

  ②回避 

  （背景状況）作業が嫌だ。 

  （先行条件）新しい作業を提示される。 

  （行  動）暴れる。 

  （結  果）作業をしなくても良くなる。 

 

  ③要求言語行動 

  （背景情報）嫌な職員がいる。 
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  （先行条件）その職員が近づく。 

  （行  動）自分の頭を叩く。 

  （結  果）その職員が立ち去る。 

 

○ 問題行動を抑制する対症療法的方法 

  ・制止する。 

  ・無視する。 

  ・罰を与える。（叱責する。） 

  ・他の活動に意識をそらせる。 

  ・原因を探る。 など 

  ※『罰』にはいろいろな問題がある。 

   ・新しい行動を学習できない。 

   ・直後でなければ効果がない。 

   ・長期に及ぶ罰は効果が薄れる。 

   ・攻撃行動を引き出してしまう。 

 

○ 問題行動を抑制する効果のある方法 

  ①環境を調整・コントロールする。 

 環境を変えると問題行動が激減する。 

  （例）たくさんの人がいるところは嫌→1 人になれる場所をつくる。 

  ②代替行動を学習する。 

   ・注意を向ける行動（挙手、カード掲示、ベルを鳴らすなど） 

   ・要求行動（物、活動、時間、権利など） 

   ・情報要求行動（ヒントや情報を求めるための質問行動） 

   ・援助要求行動 

   ・ことわり、拒否行動 

   ・許可要求行動 

  

○本人にとって大切なこと 

安心できる場所に信頼できる人がいる。 

 

○支援者にとって大切なこと 

試行錯誤と失敗が許される職場環境があり、職員が同じ方向を向き、同じ対応を継続す 

る。 

 

֓  

ᵂ Ҳ    ἶ  

ἧ  ᵂ Ҳ  ̀  ἶ  

Ҳѝ ἶЊ Ҳ ד  ῇᾟἧ   
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Ｓ・コラム          ╫˼˺̍̎˲˝˝̅ʰ  

高橋典子 

 

新しい年度も始まり、新しい環境や状況に身をおかれている方や、どことなく新しい事を始めた

い方もいらっしゃるのではないでしょうか？ 

 

 さて今の時期、本屋へってみるとコーナーが設けてあるのが目につきます。それは今話題の本

のコーナーであったり、新社会人の方へのすすめであったり色々ですが－こういったコーナーはこ

の「新しい」が始まる時期だから興味や関心の的が絞られていて特に発見やきっかけになるよう

です。 

 

ちなみに、当の私ですが、新しい場所で生活をはじめたという現況があり、何か前とは違うこと

をやってみたいと思い、早速ぶらぶらをし－結果、今の私の自宅では今まで買うことなかった食

材をコレクションするという状況になりました。（＝使い切れず食材があまる） 

 

なかなか、すぐには全ては変容しないものですが、それでも前とは違うものを料理することにな

ったので、どことなくご飯を作る事が前とはまた違って楽しく感じます。 

大きくは変わらずとも小さな変容でも生活にはちょっとした豊かさになるようです。 

 

本屋は日ごろでも十分にきっかけが沢山ある場所ですが、今の時期は特にぶらっと行ってみる

と、新たな自分への栄養がみつかるかもしれません。 

 

 ちなみに折角なのでおすすめのぶらりスポットを最後にひとつ紹介です。（注 ：宣伝ではありませ

ん。あくまで筆者の趣味的な場所です。） 

 のんびりと本屋で過ごす場合は、ご存知の方も割りと多いのですが、フタバ図書がおすすめで

す。品数も多いですし、店内にあるコーヒーショップで飲み物を購入すれば、本屋でゆっくりしつつ、

店内にある本を購入していなくても読むことが出来ます。 

 

これからの季節柄に本屋さんへ出かけたくなった時立ち寄られてみてはいかがでしょうか？  

 

 

₮≥╒₱  ῼ‭ Ὼ‍΅͔ ∞└ↄ╒Ό Ὼ‍΅‗ ⁶  ‴         

 ₀ “―  

 

ᶮ ѝ ἶ Ҙ ў ⁄˲ ὰẐ ℗ᾜ ᾛἶ ʴ ♥ 

˲ ἶ ☼ Ợ ỉὡ ᶩ ᾳ ₴ 

₴ ☻ ☼ ὕ ʠ ᴁ׀ ̵ 

( ὰẐ ̟֟ ἶ ↕ ) 

 

高知市に高知県立牧野植物園がある。その中に牧野富太郎の偉大な功績 

が展示されている。９５年間植物を描き続けた迫りくる情熱と、それを 

包み込む植物の優しさに浸ってみたい。 
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Ｓ・コラム        私の「勝手な」読書感想文 

 

 福井一仁 

 

 

 はじめに・・・実は今年 56 歳の私は老眼鏡なる｢初老のメガネ｣を作ってしまいました。老眼鏡を

持ち歩くのに抵抗はあったのですが、これがなんとメチャクチャ本が読みやすい。そこで、根っから

の読書好きもあいまって、最近怒濤のごとく本を読み漁っている次第なのです。本が読める嬉し

さついでに、皆さんにも私が読んだ本をご紹介しようかなと思って投稿しました。しかし、感想は私

の勝手な思いですから、そこのところはどうぞご了承のほど・・・。尚、本はここ最近読んだものです。

その多くがまだ店頭にありますのでよろしかったらご一読を。 

 

 ① 『イモムシ ハンドブック①・②』 文一総合出版 

   

この本は、ビックリ！！イモムシがカラーで 500 匹！！キレイでキモイ！！いろんな意味で鳥肌モ

ンです。そのイモムシの横に成虫が載っています。そのアンバランスに意外！！やっぱり！！なんじ

ゃこれ！！驚きのイモムシ専門書です。 

 

オススメ度 ★★★★★ 星５つ！！（但し虫嫌いのヒトには ☆☆☆☆☆ 星ゼロ！！） 

 

 ② 『「空腹」が人を健康にする。｢１日１食で２０歳若返る！｣』 サンマーク出版 

 ③ 『Ｄｒ．南雲の７日間若返りダイエット』 ソフトバンク新書 

 ④ 『５０歳を超えても３０代に見える生き方｢人生１００年計画｣の工程表』 講談社＋α新書 

 

この３冊は、医者の南雲吉則さんの書いた本です。 

今、ゴボウ茶にはまっています。お茶はこれしか飲んでいないです。 

今年に入って通勤は往復１時間２０分歩いています。雨の日も風の日も。そして、朝は食べない、昼

は果物のみの１日１食を心がける生活です。なんと２ヶ月で６㎏やせました。私、１２０歳まで生きよう

と思っています。迷惑でしょうか？ 

 

  オススメ度 ★★★★★ 星５つ！！（但しメタボの人に限ります！！） 

 

 ⑤ 『子ども虐待 なぜ親が子を？傷ついた心をどう癒すのか？』 西澤哲 講談社現代新書  

 

１９９７年｢子どものトラウマ｣という本を著者が出版され、それをベースに、トラウマという視点と、

新しく、アタッチメント(愛着)の視点で虐待を解釈した本です。西澤さんの素直で正直なお人柄が

随所に見られます。虐待とはなんじゃ！？を知りたい方は是非どうぞ。『子どものトラウマ』と内容

的にはかなり重複しています。 

 

  オススメ度 ★★★★☆  星４つ！！ 

 

 ⑥ 『みっともない老い方 ６０歳からの｢生き直し｣のすすめ』 川北義則 ＰＨＰ新書 

 

この本は面白くなかった・・・当たり前のことを書いていて内容が深くない。 

しかし、最近私の選ぶ本は、老いに向かってどうしたらという本が多いですなぁ 

 

  オススメ度 ★☆☆☆☆     星１つ！！ 
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 ⑦ 『大往生したけりゃ医療とかかわるな｢自然死｣のすすめ』 中村仁一 幻冬舎新書 

   

この本は死をどう捉えるかという内容です。しかし、まあユニークな先生！！歯に衣着せないので

爽快！！棺桶に入って死の体験。ガンは一番いい死に方、治療するからガンは苦しく、痛い。ガン

になったら治療せずに死ぬのが良い。 

そんな勇気が私にあるかどうか・・・。そう言えば、忌野清志郎がガンの治療はしないと宣言し、死ん

でいきましたね。「死」をちゃんと見つめないから「生」がおろそかになるという考えには共感しま

す。  

オススメ度 ★★★★☆ 星４つ！！ 

 

 ⑧ 『さよならお母さん墓守娘が決断する時』 信田さよ子 春秋社 

   

『母が重くてたまらない 墓守娘の嘆き』の第２弾。ＡＣの理論を基礎に相変わらずの信田節です。

今回は母娘の視点に加え、娘の夫からの視点を加えてストーリーが展開されます。お母さんとの関

係が悪い娘さん！必読です。尚、最後に｢父親に対する耳の痛い提言｣娘から父への手紙がありま

す。これはキツい！さすがフェミニスト信田さん。 

オススメ度 ★★★★☆ 星４つ！！（是非お父さんも読んで下さい！） 

 

 ⑨ 『悩む力』 姜尚中 集英社新書 

   

結構ロングセラーの本のようです。社会学者マックス・ウェーバーと夏目漱石を手がかりに｢悩む

力｣に生きる意味への意志が宿っていることを考えた本です。｢悩む｣ことが大切であるのはわかり

ましたが、｢最近の若い人は・・・｣発言が随所にあり、結局今の若者は悩んでいない。そんなことで

これからの未来はどうなるんだ、という叱咤激励のように思えました。因みに私は「最近の若者」

という表現は嫌いです。｢最近の若者｣もひとりひとり違います。｢最近の社会｣が｢最近の若者｣に

こんな影響を与えているというなら話はわかりますが・・・。 

オススメ度 ★★★☆☆ 星３つ！！ 

 

 ⑩ 『新・堕落論 我欲と天罰』 石原慎太郎 新潮新書 

   

「３・１１の東北大震災は、我欲の強い人間に対する天罰である」と石原さんが発言し、大変な問題

に発展しました。何故そんなことを言ったのかという内容です。敗戦後、アメリカという為政者の統

治を疑うこともなく今日まで及んでいる日本を憂う本です。私は大変面白かった。国家の隠され

た事実を惜しげもなく披露する石原さんに乾杯！！しかし、国民はなんにも知らされていないこと

が良くわかりました。 

オススメ度 ★★★★★ 星５つ！！ 

 

 ⑪ 『こうして会社を強くする』 稲盛和夫 ＰＨＰビジネス新書 

   

稲盛さん率いる盛和塾という、経営者の学習の場での質問に、稲盛さんが指南するという構成で

す。具体的事例があって、久々に帝王学に触れました。稲盛式経営も大変参考になりました。この

本は２時間程度で一気に読破できました。 

オススメ度 ★★★★★ 星５つ！！ 

 

現在読んでいる本は『利己的遺伝子から見た人間』小林朋道、『ハーバード白熱日本史教室』

北川智子、『下山の思想』五木寛之、『聞く力』阿川佐和子、『あなたの中の異常心理』岡田尊司、 

『この国で起きている本当のこと』辛抱次郎、『私は私。母は母。』加藤伊都子、『アスペルガー症候

群への解決志向アプローチ』ＥＪブリス＆エドモンズ、を読んでいます。私はいろいろな本を並行し

て読むほうで、一冊読み終わったら次というのは無理なのです。それではまたの機会に。 
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舞台！ 舞台！ 舞台が観たい！！   

 

 

劇団☆新感線 2011 年夏興行・いのうえ歌舞伎 髑髏城の七人 

（ 2011 年 8 月 14 日梅田芸術劇場 12 時 30 分開演＆ 18 時開演）  

出演…小栗旬 森山未來 早乙女太一 小池栄子 勝地涼 仲里依紗 高田聖子他  

演出…いのうえひでのり、作…中島かずき  

 

（あらすじ） 

 織田信長が本能寺で討たれて 8 年、天下は豊臣秀吉の手に握られようとしていた。頃の

関東。天魔王（森山未來）率いる関東髑髏党は、秀吉を倒し関東制覇を企み殺戮を繰り返

していた。 

 ある日、兵庫（勝地涼）率いる三五（河野まさと）ら関八州荒武者隊は、髑髏党に襲わ

れている村を通りかかる。兵庫たちは村人を助け応戦するも逆に窮地に追い込まれてしま

う。そこへ捨之介（小栗旬）と名乗る若者が現れ、一騎当千に髑髏党を叩きのめす。村の

生き残った娘たちを連れて兵庫と捨之介が向かった先は、噂に名高い極楽太夫（小池栄子）

がいるという関東一の色里、無界屋蘭兵衛（早乙女太一）が取り仕切る“無界”の里だっ

た。無界の里は宿場も兼ねた色里、旅人や商人など氏素性の様々な人たちが出入りする。

偶然か必然か、諸国流浪のやせ牢人を名乗る狸穴二郎衛門（千葉哲也）という男も時を同

じくして里を訪れていた。 

 ある晩、里で素性を偽って働いていた沙霧（仲里依紗）が髑髏党に襲われ、その場を助

けた蘭兵衛は居合わせた捨て之介を見て驚く。二人には何か因縁がある様子だ。 

 そこへ突然、天部の将監（粟根まこと）とともに天魔王が現れ、捨之介、蘭兵衛たちの

過去が明らかになり、二人を髑髏党に招きいれようとする。拒む蘭兵衛と捨之介は、無界

の里を守る為、天魔王を倒すことを決意する兵庫や極楽太夫らと共に、天魔王と対峙する

ことに……。そして捨之介は強力な刀を手に入れるため自身の過去を知る刀鍛冶・贋鉄斎

（高田聖子）を尋ねるのだった。 

 

ấ ấ 

‚‏  ‒‍ ” ᾿ Ὸ‾2 ”℅₨№⅍₀ ‚ ⁵⁴ ‗Ό‖Ὼ‴ ‍ấ‖‾᾿‡

‗– ’ ‗ΌῬ⁯‴ ‍῀​⁵„ Ό ⁶”‰ῲ‗΅ῲ ‗῀ ” „ ‚ Ὸ⁮4

‖ ‍῀ „22 ‗17 ⁞⁞ ῀ „⁞„⁯᾿₡∆≤₧≤₰Ό’΅‗

Ό⁭ῼ⁸Ὸ⁯‴ ₁‖ ‍῀ 

 ‹‚ ―΅‍”„᾿ ‚ ‚ ῴ⁴ ₀ ―΅⁴‎῾’₁‖ Ό ‗΅ῲ”‗᾿⁭

ῼⅎ≤∕‖ ― ‚’‒―΅⁴ ” Ό ‖ ⁵⁴‗ ῲ ‗‖ ῀  ― Ό ⁭Ὸ‒

‍Ὸ‗ ῲ‗͔ ‗᾿ ” ‹”₮╒└‖ ῀ ―΅― Ό –‰‘᾿

ῺΌ  Ὸ‒‍‖ ῀ Ό  ‴ ₁‖ ‍῀ 

” „ 1990 ‖ 7  ‗‚₤∩₰⅍₀Ὸῴ―  ⁵―΅‴ ῀ ”

‖„ ‗ „ ” Ό  ―΅‴ Ό᾿‾‗‾‗„ ấ ” ᾿

Ό ‼‍‍‒‏‗‖᾿‖ ‚⁭ῲ΅’⁮‏‗‖― ‗√╒₩ ‗ ₀ Ό

₀ ―᾿₿ↄ₪₀ ῲ ‾ ῴ ᾿ ‒‗ ‚  ―⁞⁴‗΅ῲ”Ό ‗ ”΅‎‒‍

​ῲ‖ ῀​₁’ ‖᾿ ₀ ‒―4 ‾  ⁴’₁―  ΅’ ‗ ΅‴  ͂

 ⅜№⅍‖ ‖‴‴΅᾿‗⁴›―‮  ⁮⁵―Ὼ‍῍ ” ῎‗ ‗⁴‮ ᾿ ’‘Ό

‎‒‍​ῲ‖ ῀ ” ₀ ―‹⁴‗ Ὸ‚​₁’  Ό͔​” „ ’ „ ‴ Ό᾿

‖‾ ‚ „⁞‗⁴‮⁯ „  ‴  ‴‍᾿ ₀ ‚ Ὼ‍΅‖ ῀ „΅–‚

’⁴”Ὸ’ấ                               ( )  
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​” ‚  ‍‗Ὼ‚ ‒‍”Ό῍∫└₧↔₠╒₦῎‗΅ῲ

1͂972 5 ‚  ⁵―΅‴ ῀ „ ‖ “῀

Ό  ⁵―΅⁴”„→№₦≥‖ ῾‘ ₯≡└║⌐⅝└ ₤∩⌠⌂║₤└₧

΅ ’‘‾  ⁵―΅‴ ῀​ ― ῍ ∕
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‚–΅― ₪╒ⅎ║₰⅍⌠╒₦ ‚–΅― ∂ₐ₮№₦║₰⅍≤√

‚–΅― ₈⌂∆₯₡ ‚–΅―’‘” Ό  ⁵― ‴̈́ 

„ ῀ „ ῀ 

 

 ” „ ‖ ‚  ―

‚ ⁴”₀ Ὸ Ὸ‗  ‹‚ ―΅‍ ‗₀

‖‾ ΅  ‴   ͂

‚Ῥ⁴”„ ​” ” 3 „

5 „ ‖ ῀ 

​” ”‗Ὼ‚ ₥₿╒₀ ‚ ⁵

 ”∫└₧↔₠╒₦‚ ‒―΅⁴ ⁞TAB

₀ ―  ‍”‖ ῀℮→≈╒„

‖  ⁵‍ ” ₐ∂└⅍῀

” K ‗ ‚Ὸ´⁞ ”Ή ῌ₀

 ‍”‖ ⁭“  ͂

 

​” ‖  ⁵―΅‍KBS ​” „

‒― ‒―‍Ὸ’ ‖ ‗‾⁞‗₭║⅓₿╒₮∩

╒║₲↕└‚ ΅‴ ₭͂║⅓₿╒₮∩╒║₲↕└„

1970 Ὸ⁮1980 ‚Ὸ῾―  ‍↔₠╒₦
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₠╒₦ ” ” ” ₀⌐←╒⅍

≥╒‗ ―΅‍῀ ῃ ₪└€╒⅍” ⁞ 107 SONG 
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 ⁪₁   ⁬ῲ  ‍Ὸ ῾
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1973 Ὸ⁮ ‼‍ ῃ ₪└€╒⅍„  
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http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9C%A8%E7%94%B0%E9%AB%98%E4%BB%8B
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AE%B5%E3%80%85%E5%B1%B1%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%82%B5%E3%83%BC%E3%83%88
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₠╒₢⌂‗⃰ₐ⅓∙№₦║ⅎ≤√ ⌐ₐ║↔₉≥№↨₰”ⅎ≤√„΅῾⁴‗ ῲ ᾿ ⁵Ό ”

‖Ῥ⁴῀ ‖‾ ” „᾿ ”⇔┘₉║∞₿⌂ↄ└ⅎ᾿∞₿≥₢᾿₈ₐ₈└║∞ₐ℮

└᾿€ₒ└ⅎ₣╒℮└̓ ᾿ↄ№₦₰⅍≥╒⅍║₣╒⌂₱᾿∟╒₿╒₦⌠⅔₦⌂’‘‚₢┘₇╒ 

⁵―΅⁴῀ „ ‖„Ῥ⁴Ό᾿ ”⁭ῲ‚ ‖‾≥₰∆₦⅍Ό ‖Ῥ⁴῀ ‗ ‒―‾᾿

℮→≈╒₈⌂ↄ√Ή ῌ”Ή₣№℗ῌ„ ⇔┘₉║⌠№₦᾿⇔┘₉║∞₿⌂ ‚ῼ

‖Ῥ⁴῀₮└↨⌂‖ ῼ᾿Ὼ ⁴⁭ῲ’≥↔‚ ῴ⁞ ΅∞⌠℮₉͂€ↄ₰₀ Ό῾‍↨⌠℮≈╒€

╒”⌠₯∩╒║∂ₐ└Ό  ‍ↄ└ⅎ‖Ῥ⁴ Ό ῼ⁸Ὸ⁴῀ „ Ή ῌ‾

€ↄ₰ ⁯” Ό ῼ᾿ ‾ ΅῀ Ήever urn Your Back On  Friendῌ‖„∞₿

≥₢Ό₢┘₇╒ ‍Ή↕⌐№ⅎ↔₇└ῌΌ  ⁵―΅⁴  ͂⁵‾ ⁮  Ό ‚ ‍

‖Ῥ⁴ ‚ ” Ό ” ‖ ‚ ‒―΅⁴῀ Ή  For The Killῌ„

‗ ⁸ ⁴⁭ῲ’ ῀ „  ‴‖” Ό Ὼ‖Ῥ⁴῀ ”₈⌂ↄ√ ᾿‘ῲ‾

⁮ ῼ’΅ Ό ῴ ‼⁴῀‾ῲ Ή ῌ‚’⁴‗ ”῾‎⁴΅ ‖᾿

↕≥Ω₉№₮≈” ⁯„‰‗₁‘’΅῀ „ ‚  ⁵⁞ ΅ↄ└ⅎ‖Ῥ⁴‗̓

Ό ‒―΅‍”‾ ῾⁴῀ ”⌠№₦ↄ└ⅎ‚’‒‍Ῥ‗᾿ ”₈⌂ↄ√‖„᾿ ”⁭ῲ

’−№↨₰ↄ└ⅎ‚’‒― ‴‒‍῀ ’ ⁯‖Ῥ⁴῀                                                

 

      

      ₮└₪╒∙≈╒₯№₦║ₔ└₿╒Ωₐ∞└⅍  

 

 

 

 

  

 

                    Ή  For The Killῌ 
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̡̩̩͑͛ͻ͎ͻ   ∞└ↄ╒Όῷ  ‼” ₀   ‴ ῀  

 

              ῍ ” ͇ ῎  

 

   

⅓→₩╒₿╒  

ストーリー：昭和 39 年。三丁目の住民たちは皆、オリンピック開催を楽しみにしていた。鈴木オート

の社長、則文も大きなカラーテレビを買い、近所の人を集めて得意顔だ。長男の一平のエレキギターに

は頭が痛いが、従業員の六子は仕事の腕をめきめきと上げ、一家は順風満帆に見えた。そんな時、六子

に思いを寄せる男性が現れた。六子が火傷で治療を受けた病院の医師、菊池だ。しかし、菊池には悪い

噂があった…。  (goo 映画より引用) 

₮≥╒₱ ῀ ᾿₮≥╒₱ ” „–‴⁮’΅‗΅ῲ ’ₐ∞

╒₯ΌῬ⁯‴ ‍῀ Ὸ  ⁸‒‍ „ ‖ Ό ’ ‗‚’‒―΅‴ ‍῀⁞

⁮⁵‴ ‍ ῀ ₮≥╒₱₀ ‍ ‗Ό’΅‗΅ῲ „᾿ ‡ Ὸ⁮ 

‚’⁴ ‗₀ῷ ‼ ‴ ῀ „᾿‗ῲ‗ῲ₢≤╒Ω⌐→Ό ” Ό‏‍

‴‒―₡≥└↓№₦₀ ―΅‴ ‍῀ ‾ ‾ „ ᾿΅⁶΅⁶Ῥ⁴῾‘

‚ Ὼ ῴ‟ Ὸ⁯ ῴ⁴ ‗‾Ῥ⁴”Ὸ’ ‗ ” ₀ ⁴‗ ―‍∟└ 

⁄’΅‒― ΅‴ ῀  

 

 

Ｓ・コラム        Sͅ ̮ͤ͗Ж ̖ ˌ˪  
 

⁮  

 

2011 Ж θ Ѐ̖ᵃ̅˙˟˪ˈˣˤˑ̂˛ˣʰрːᾢᾔˤ˧ˣˏˬ ˊˬʯ Ộ˲

Ыḃ˲᷾Ы̖˝̏˗ˬ˫˝ʰ᷾Ы˲ ˮ ˯ˬ˧˪˳ 3 ̂˫˲ǈ ːˬ˪̆ ˓

˜̂˛ˣʰ᷾Ыːΰ ˯˫ˑˮˈ˲˫ Sͅ ̮ͤ͗˲Ж ˮ̗˪ᵃ̅̍̐ˮˈʯΪ ˳ Sͺ

̮̖ͤ͗̈̅˪ ˖˪˛̂ˎˊˬ̆ ˈ̂˛ˣʰ˫̆ʯ᷾Ы̖ΰ ˯˝̏˲˳ ˤˬ

А˓˗ˬ˫ʯ ˲כ ˮ˗ˬ̖ᶳ˕ԇ̐ˣ̎ʯα ˮ̎˯ͮ͋͜ͻ˯ ˛ˣ̎ˬˈˊ

˗ˬ̖˝̏ˬ╒˛˳ ˯ˮ̎̂˛ˣʰ 

˲כ  ˮ˗ˬ̖₧ ˯˛̌ˊˬ ˧˪˛̂ˊ˗ˬʯˡ˲˗ˬ˳ˈ̂̂˫ ˑ˪ˑˣ

ˮˏ˫Ϊ ₧ˣʰ̈̎Ῠ̅ˣ˗ˬː˛˫ˬ˗ˈ˭̗˛˪˧ˬ˯כ ו˯ ˮˈ˗ˬːᶛ

ộ˫ʯ ρ˫̈̅˪˛̂˧ˣ̎ʯ̈̎Ῠ̅̏˗ˬ пː˛̗˭˓ ˜Ῠ̅̏ᴊ˯̈̅˪˛

̂˧ˣ̎ʯˡ˛˪˫ˑˮˏ˧ˣ ˳כ ˤˬ †הּ ˯ ˧˪˛̂ˊʯˬˈˊ̺͌ͻͮ

ːᾝˏ˧ˣ̌ˊ˯ ˜̂˝ʰˡˊˈˊ˗ˬ̖ ˯̈˧˪ˈˣ˲˫ʯЇ̂˫˳р̖̈˧

˪̆ ˑ˛ˮˈˮˬˈˊ˗ˬ˛ˏ ˈ̂˟̗˫˛ˣʰ 

 

˗˗˫˳ ᶂ˯ ˲כ Аˑ˯˨ˈ˪ ˈ˪ˈ̂˝ːʯ˗˗̂˫ А˓˲˯˳ˬ˪̆˛

̗˭ˈ ˈ̖˛̂˛ˣʰᾩ ̆˛̂˛ˣʰSͅ ̮ͤ͗˲Ж ̖ ˝̏˗ˬˤ˕˫ А˕ˣ

̓˕˫˳ˮ˓˪ʯ ʲ˲Ѝϥ̖˛˪ˈ˓ˮˏ˫ Аˏ˙̐ˣˬ ˊˏʯ Аˈˣˬ ˊˏ

ᶂ˯˳ˈˌˮˈ̌ˊˮ ː˛̂˝ʰ 

 

 ˗˲ǈ ʯSͺ̮ͤ͗ͮ͋͜ͻ˯ ̖ˏ˕˪˛̂˧ˣ˗ˬ̆ˆ̏ˬ ˈ̂˝ʰ

˙̗˲˘ᶀᴦ̆ˆ̎ʯ̓ˏ̍ˮˈ˗ˬ̖ ˛ˮː̍ 1 ᵃ̅̏˗ˬː˫ˑ̂˛ˣʰП

ː ϡ˛ˣˬˑ˳˿˧ˬ˛̂˛ˣʰ̃ˮ˙̗ʯ˘ᶀᴦ̖˛˪ˈˣˤˑʯˆ̎ːˬˊ˘˚

ˈ̂˛ˣʰ 
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新代表より ヒトコト  

 

H24 年度の代表世話人をさせていただく事となりました高橋典子です。  

この代表世話人については毎年交代があり、この度は私に回ってきたという状況です。  

若輩者である上、初めて担わせていただくお役目で不慣れで不安を感じる点もありますが、

実は同時に貴重な経験ができることに嬉しさも感じています。一年間どうぞよろしくお願

いいたします。  

 

 

 

 

 

 

２０１２年１１月１８日（日）開催決定！！ 
 

発達障害者の就労支援 を専 門 とされている梅永雄二
う め な が ゆ う じ

をお招 きし講 演 会 を開 催 します。 

「大 人 の発 達 障 害 」が注 目 される今 、そして、これから就 労 を控 えている発 達 障 害 の

子 どもたちのため、多 くの経 験 をお持 ちである梅 永 さんに就 労 支 援 についてお話 をお

聴 きし、皆 さんと考 えてまいりたいと思 います。当 事 者 、ご家 族 はもちろんのこと、学 校

関 係 者 、施 設 関 係 者 の方 の多 数 のご参 加 をお待 ちしております。   

乞 うご期 待 です！！なお、詳 細 が決 まり次 第 ご案 内 差 し上 げます。  

 

（ 梅 永 雄 二 さ ん プ ロ フ ィ ー ル ）  

１ ９ ５ ５ 年 、福 岡 県 生 ま れ 。宇 都 宮 大 学 教 育 学 部 特 別 支 援 教 育 専 攻 教 授 。教 育 学

博 士 、臨 床 心 理 士 。慶 応 大 学 文 学 部 を 卒 業 後 、筑 波 大 学 、障 害 者 職 業 総 合 セ ン タ

ー 、 ノ ー ス カ ロ ラ イ ナ 大 学 医 学 部 Ｔ Ｅ Ａ Ｃ Ｃ Ｈ 部 留 学 な ど を へ て 、 現 職 。  

編 集 著 に 『 青 年 期 自 閉 症 へ の サ ポ ー ト 』（ 岩 波 学 術 出 版 社 ）、『 ア ス ペ ル ガ ー 症 候

群 就 労 支 援 編 』（ 講 談 社 ）  

 

 

 

 

 

 

新 たなコラムも加 わり、ぎゅうぎゅう詰 めで盛 りだくさんの内 容 となっています。 （編 集

後 記 のスペースはガラ空 きですが・ ・ ・すみません。）みなさんありがとうございました。 

１ １月 の講 演 会 を控 え、年 内 にもう一 回 機 関 誌 発 行 が待 ちかまえています。がんばりま

しょう！！ 


